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米国税関・国境取締局（CBP）の責務は、全米328の	
入国地点で国境警備および円滑な入国審査を行うこと
です。国境の管理と統制に対するCBPのアプローチは、
税関、移民、国境警備、および農業保護の業務を1つ
の支援活動として組織化する、という包括的なもので
す。CBPの職員は、米国の何百もの法律や規制を執行す
る責任を担っており、1日あたり平均約100万人の入国者
を審査します1 。

課題
米国国土安全保障省（DHS）の標的および分析ステ
ムプログラム部門（Targeting and Analysis Systems 
Program Office, TASPO）は、CBPが使用するスクリー
ニングシステムを強化したいと考えていました。この
システムは、米国の国境保護、合法的な国際貿易と旅
行の促進、米国の法律や規制の施行という目的を同時
に実現するため、毎日数百万の名前をスキャンおよび
照合しています。

自然言語技術を使用する多くのミッションでは、正確
さが最優先事項です。CBP TASPOの最終目標は、入国
者を適切にスクリーニングして、人々の安全を保障す
ることです。

適切なスクリーニングを行うには、ウォッチリスト上
の該当者を特定するための正確な名称照合が必要で
す。TASPOは、照合精度を最大化するため、名称照合
のさまざまなアプローチを統合した、それぞれの長所
を活用できるシステムにしたいと考えました。

インテリジェントな名称照合による
米国国境警備の強化
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2011年、FBIはタメルラン・ツァル
ナエフに対して拘留警告を発しま	
した。後に、2013年4月のボスト
ンマラソン爆破事件の容疑者2人の
うちの1人となった人物です。2012
年1月、ツァルナエフはロシアを訪
れ、2012年7月にボストンに戻りま
した。しかしながら、ツァルナエフ
はどちらの場合も拘留されることは
ありませんでした。

1月のロシア訪問の際には、ウォッ
チリストに掲載された名前があまり
にも多く、空港職員が処理できず
に、ツァルナエフを特定できません	
でした2。7月にボストンに戻った際
には、1月に発行された拘留警告の
有効期限が切れており、それに加え
て新しい警告に記載されていた彼の
苗字の綴り（“Tsarnayev”）が異	
なっていました。彼の旅行証明書に
は「Tsarnaev」と書かれていたた
め、FBIが発した警告の名前と一致
しなかったのです3。
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「総当たり」方式を採用している一部の古い名称
照合システムでは、検出漏れを防ぐためにあらゆ
る綴りの名前を生成しますが、このアプローチに
は、未知の名前やスペースの追加・欠落にうまく
対応できないといった弱点があります。

ソリューション
CBPは、自然言語処理技術を搭載したBabel Street 
Matchを試し、最終的に導入を決めました。Babel	
Street Matchでは、発音表記の違い、ニックネー
ム、同一名の表記パターン、各言語固有の新たな
表記方法に対応するため、機械学習と慎重に調整

されたアルゴリズムを活用しています。また、あ
る言語の音が別の言語でどのように表記される場
合があるかを学習し、さまざまな言語や文字体系
間で名前の同一性を検出します。

効果
CBPは、スクリーニングシステムにBabel Street 
Matchのテクノロジーを統合して、名称照合の精
度を飛躍的に高めることができました。これは、
国境警備局による安全保障の強化につながります。
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